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棚栽培における西洋ナシ　■マルゲリット・マリーラー　の適正着果量
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1　は　じ　め　に

西洋ナシは．その独特の肉質とフレーバーが消費者の嗜

好と一致し需要が伸びていることから，山形県では　●ラ・

フランスI　を主体に‘マルゲリット・マリーデ，一シルバー

ベル・等の栽培面積が増え生産量が増加している。この中

の一品種・マルゲリット・マリーデ　は，果実が大きく隔

年結果しやすい性質をもつので．品質の良い果実を安定生

産するための通11こな着果軌こついて，1989年と1990年の2

か年間検討したその概要を報告する。

2　試　験　方　法

（1）供式は場　酒田市豊川　細粒褐色低地上

棟下統

（2）供試樹　・マルゲリット・マリーデ　高接ぎ5年生樹

32本／10a

（中間台　新水　昭和44年定植）

（3）試験規模l樹3区2反復　二E枝別処理

（4）試験区1989年は6月1日に1花そう1巣に調整し6

月19日に目標とする着果境に設定した。1990年は5月20日

1花そう1栗に調整し，6月14日に日棲着果屈に設定した。

それぞれの目標着果量は表1に示すとおりとしたく表l）。

蓑1　試験区の概要

試 験 区
1989　　　 199 0　　　　 平均

（個 H O a ） （個 ／10 a ） （個 ／10 a ）

1 4，500　　　 4，455　　　 4．478

2 4．827　　　 5．545　　　 5．136

3 5，9 58　　　 6．313　　　 6，136

（5）調査項目及び方法

1）果垂分布

1989年は9月23日，1990年は9月17日に試験区内の全て

の果実を収穫し一果垂を測定した。

2）果実形質

収穫後直ちに5℃で10日間予冷を行い，室温（平均気温

1989年15．2℃，1990年19．0℃）で追熟した。過熱時の果実

品質については一栗東，果実硬度（ユニバーサル果実硬度

形・円柱形），屈折計示度，滴定酸度，地色（日本ナシカ

ラーチャート）を測定した。

3）糞数　収穫時期に側枝単位で徒良枝以外の全柴を数

えた。

4）花芽調査

落葉時に新柄長，花芽の構径，3年枝しの花芽数をそれ

ぞれ調査した。

3　試験結果及び考察

収穫時の果実は，2か年とも10a当り4500個区と5000個

区が大きく，6000個区で′トさい傾向が見られ，600g以上の

果実割合で比較すると4500個区で82．4％．5000個区で87・2

表2　着果竜が果垂に及ぼす影響　（単位：％）

試 験 区 年度

4 0 0 －　5 0 0 －　6 0 0 －　7 00 －　8 0 0 －　9 0 0 －

4 9 9　 59 9　 6 9 9　 7 9 9　 8 9 9

（g ） （g ） （g ） （g ） （g ） （g ）

1

198 9 0　　　 8 ，7 19．7　 2 7．9　 3 2．8 10．9

19 9 0 1，3　 2 4 ．3　 3 6．4　 2 9 ．3　 4．7　 4．0

平均 0．7　 16．5　 2 8．0　 2 8．6 18 ．8　 7．4

2

19 8 9 0　　　 4．7　 2 1．8　 3 3．9　 3 1．4　 8．2

19 9 0 4．2　＿16．7　 4 6．7　 2 5．0　 7 ・4　 0

平均 2 ．1 10．7　 3 4 ．2　 2 9．5 19 ．4　 4．1

3

19 8 9 2．9　 13．5　 2 6 ．9　 3 3．5 1 5．2　 8．0

19 9 0 7．3　 3 2．8　 3 8．2 15．3　 5．5　 0．9

平 均 5．1　 2 3．2　 3 2．5　 2 4．4 1 0．4　 4．4

表3　収稽時の果実形質

試験区一果垂地色孟‾忘硬度糖度酸度
（g）　　　　　　畔ンド）（Bx）（％）

645　　4．1

633　　4．1

570　　3．9

2．7　11．3　12．3　0．13

2．7　11．711．9　0．13

2．9　11．812．7　0．13

表4　追熱時の果実形質　　　　（1990年）

試験区
一発電　 目減 り　 地色　 硬度　 糖度　 酸度

（g ） （％）　　 （kg） （B x） （％）

1 635　　　 2．5　　 6．0　 0．42 12．6　 0．11

2 624　　　 3 ．8　　 6．0　 0．43 13．2　 0．12

3 588　　　 3．4　　 6．0　 0．39 13．2　 0．12
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％．6000憫区で71．7％であった（表2）。収穫時及び追熟

時の果実品質は，2か咋とも各試験区間に果実硬度，屈折

計示度，滴定酸度とも大きな差は認められなかった（表3，

表4）。また，果実の大きさと果実晶質の関係では一一栗東

が500g～900gの間では果実硬度＼糖度．酸度ともに大きな

差はなかったが．800g以上の果実でやや才i細胞が多く肉質

表5　果実の大きさと果実品質

讐望讐慧目減り硬度糖度酸度
（g）（g）（％） （kg）（Bx）（％）

506　　490　　3．2　　0．5　12．4　0．10

649　　633　　2．5　　0．4　12．6　0．11

850　　831　　2．3　　0．4　13．5　0．13

表6　黒美の人ささと黒美腐敗（肘枕湖の馴牛や）
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の点でやや劣った（表5）。・〟，果実腐敗（胴枯病・輪

紋病）の発生状況は．800g以卜の果実で発／1二が多い傾向で

あった（表6）。

10a当りの収星は，4500個医で3．2t前後．5000個区で3．7t

前後．6000桐区で4．1t前後で着果量の多い区はど多収であっ

蓑7　前菜最が収冠に及ぼす影響

試験区 年度

10 a 当 り

平均 果東　 収　 誼　 柴果比

（g ）　 （kg） （数）

l

1989 765　　　 3440　　 124

199 0 663　　　 29 50　　 106

平均 7 14　　　 3 195　　 115

2

1989 760　　　 3670　　 113

1990 655　　　 3670　　　 8 1

平均 708　　　 3670　　　 97

3

1989 710　　　 4230　　　 8 7

1990 628　　　 3960　　　 52

平均 669　　　 4095　　　 70

た（表7）。また，柴果比は，4500個区で110枚前後，5000

個区で100枚前後，6000個区で70枚前後であり，東果比と

・巣垂とには1990年にr＝0．972（図1）の高い正の相関が

認められ，一一栗東が600g～700gの果実を得るには100枚lうり

後の塵が必要と考えられた。このことから，マルゲリット

マリーラの棚栽培での柴面積指数は，1．2前後と推定した。

150100

葉　栗　比

図1葉栗比と・栗東の関係

蓑8　着果姐が花芽に及ぼす影響

試 験 区 年 度

芸 芽還 孟 完 誓 姦 新 柄 長

（皿 ） （個 ／m ） （CⅡl）

1

19 8 9 5．2　　　 9，0　　　　 59

19 9 0 4．7　　　　 5．9　　　　 59

平均 5 ．0　　　 7．5　　　　 59

2

19 8 9 4．6　　　　 8．7　　　　 55

19 9 0 4 ．7　　　　 6．6　　　　 58

平 均 4 ．7　　　　 7．7　　　　 57

3

19 8 9 4 ．8　　　 4．3　　　　 59

19 90 4．3　　　　 3．2　　　　 54

平 均 4．6　　　 3．8　　　　 57

花芽の大きさは，4500個区で大きく6000個区で小さい傾

向をホした。また，3年枝上の花芽数では6000個区が他の

試験医より少なく花芽のはげあがりが見られたが．4500個

区と5000個区ではこの傾向1が見られなかったことから，10

a当り5000個以下であれば毎年充実した花芽を確保できる

と考えられる。新梢良については，試験区間に大きな差は

認められなかったが，今後史に検討が必要と考えられる

（表8）。

4　ま　　と　　め

以L2か年の結果からマルゲリット・マリーラの棚栽培

における適止な着果軌ま，糞果比が100枚前後の10a当り

5000個前後であり，その時の収量は3．7t程度と考えられる。

また．マルゲリット・マリーラの果実の大きさは，見栄え

がして肉質をそこなわない600g～700g程度が適当と考え

られる。
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